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午
前
十
時
開
議 

○
知
久
教
育
長 

た
だ
い
ま
か
ら
令
和
七
年
第
八
回
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
定
例
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
次
第
の
１
、
本
日
の
会
議
録
へ
の
署
名
委
員
を
指
名
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
中

村
委
員
と
鈴
木
委
員
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

本
日
は
、
議
案
二
件
と
事
務
局
か
ら
の
報
告
が
四
件
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

議
事
の
都
合
に
よ
り
、
ま
ず
、
次
第
の
３
、
報
告
事
項
(1)
を
先
に
聴
取
し
ま
す
が
、
御

異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
知
久
教
育
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
、
報
告
事
項
の
聴
取
に
入
り
ま
す
。 

 

(1)
世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校
温
水
プ
ー
ル
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
本
件
に
関
し
て
、

髙
野
教
育
環
境
課
長
よ
り
説
明
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
髙
野
教
育
環
境
課
長 

世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校
温
水
プ
ー
ル
改
修
工
事
に
つ
い
て
御

報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

 

１
の
主
旨
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
太
子
堂
中
学
校
温
水
プ
ー
ル
（
体
育
館
棟
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
の
開
設
以
来
四
十
三
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
て
、
施
設
全
体
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
世
田
谷
区
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
契
約
変
更
に
よ
り
請
負
金
額
が
一
億

八
千
万
円
以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
七
年
第
二
回
臨
時
会
に
契
約
案
件
と
し
て
提
出
す

る
予
定
が
あ
る
た
め
、
報
告
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

２
の
建
物
概
要
、
３
の
施
設
概
要
に
つ
い
て
は
記
載
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

４
、
工
事
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
体
育
館
棟
の
プ
ー
ル
、
ト
イ
レ
、
各
居
室
、
屋
上

の
一
部
防
水
等
の
改
修
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

５
の
契
約
相
手
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
株
式
会
社
中
島
建
設
東
京
支
店
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 
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二
ペ
ー
ジ
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。
６
の
契
約
金
額
で
す
。
既
定
金
額
は
一
億
七
千
九
百
九

十
四
万
九
千
円
、
変
更
金
額
は
二
億
七
百
十
一
万
九
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

７
の
変
更
理
由
で
ご
ざ
い
ま
す
。
①
工
事
請
負
契
約
約
款
第
二
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に

基
づ
き
ま
し
て
、
賃
金
水
準
及
び
物
価
水
準
の
変
動
に
係
る
費
用
を
追
加
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
並
び
に
②
工
事
着
手
後
、
既
存
建
物
の
内
装
等
を
撤
去
し
た
と
こ
ろ
、
劣
化
等
に

よ
る
は
り
や
床
下
地
を
補
修
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
８
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
令
和
七
年
五
月
、
第
二
回
区
議
会
臨
時
会

に
議
案
提
出
、
五
月
末
の
工
事
竣
工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

報
告
に
つ
い
て
は
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
知
久
教
育
長 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
対
し
て
、
御
質
問
、
御
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
。 

 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
知
久
教
育
長 

そ
れ
で
は
、
次
第
の
２
に
戻
り
、
議
事
に
入
り
ま
す
。 

 

日
程
第
一
を
上
程
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

〔
大
野
調
整
係
長
朗
読
〕 

 

日
程
第
一 

議
案
第
三
十
三
号 

区
議
会
提
出
議
案
に
関
す
る
意
見
聴
取
（
世
田
谷
区
立 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

太
子
堂
中
学
校
温
水
プ
ー
ル
改
修
工
事
（
令
和
六
年
度 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
請
負
契
約
） 

○
知
久
教
育
長 

議
案
第
三
十
三
号
に
つ
き
ま
し
て
、
玉
野
教
育
政
策
・
生
涯
学
習
部
長
よ

り
提
案
理
由
の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
玉
野
教
育
政
策
・
生
涯
学
習
部
長 

そ
れ
で
は
、
議
案
第
三
十
三
号
に
つ
き
ま
し
て
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
件
は
、
世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校
温
水
プ
ー
ル
改
修
工
事
請
負
契
約
に
基
づ
く
も
の

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
契
約
変
更
に
よ
り
請
負
金
額
が
一
億
八
千
万
円
以
上
の
契
約
と
な
る
こ
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と
か
ら
、
区
議
会
の
議
決
案
件
と
な
り
ま
す
。 

 
つ
い
て
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基

づ
き
ま
し
て
区
長
よ
り
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
御
提
案
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

少
し
飛
び
ま
し
て
、
四
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
記
書
き
の
３
、
契
約
金
額
の
う
ち
変

更
後
の
金
額
は
二
億
七
百
十
一
万
九
千
円
、
４
の
契
約
の
相
手
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
株
式

会
社
中
島
建
設
東
京
支
店
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

５
の
工
期
は
、
契
約
の
日
か
ら
令
和
七
年
五
月
三
十
日
ま
で
で
す
。 

 

参
考
と
し
て
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
建
築
物
概
要
、
配
置
図
、
各
階
平
面
図
を
添
付
し
て
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

説
明
は
以
上
で
す
。
御
審
議
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
知
久
教
育
長 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
対
し
て
、
御
質
問
、
御
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
。 

 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
知
久
教
育
長 

そ
れ
で
は
、
議
案
第
三
十
三
号
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 

本
件
を
原
案
の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
知
久
教
育
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
、
本
件
を
原
案
の
と
お
り
承
認
い
た
し
ま
す
。 

 

次
に
、
日
程
第
二
を
上
程
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

〔
大
野
調
整
係
長
朗
読
〕 

 

日
程
第
二 

議
案
第
三
十
四
号 

区
議
会
提
出
議
案
に
関
す
る
意
見
聴
取
（
財
産
（
区
立 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
中
学
校
児
童
・
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
端
末
用 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
タ
イ
ラ
ス
ペ
ン
）
の
取
得
） 

○
知
久
教
育
長 

議
案
第
三
十
四
号
に
つ
き
ま
し
て
、
宇
都
宮
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
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提
案
理
由
の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
宇
都
宮
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
長 

議
案
第
三
十
四
号
、
財
産
（
区
立
小
中
学
校
児
童
・
生

徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
端
末
用
ス
タ
イ
ラ
ス
ペ
ン
）
の
取
得
に
つ
い
て
御
説
明
を
い
た
し

ま
す
。 

 

本
件
は
、
令
和
七
年
第
二
回
区
議
会
臨
時
会
に
契
約
議
案
と
し
て
提
出
予
定
で
あ
り
、
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
区
長
か
ら
意

見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
御
審
議
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

四
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
件
は
、
文
部
科
学
省
が
定
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
基
づ
き
、
区
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
用
の
ス
タ
イ
ラ

ス
ペ
ン
を
購
入
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
令
和
七
年
三
月
十
三
日
に
指
名
競
争
入
札
を
行

い
、
契
約
金
額
は
一
億
六
百
二
十
七
万
三
千
四
百
七
十
五
円
、
契
約
相
手
方
は
株
式
会
社
内

田
洋
行
で
、
納
期
は
令
和
七
年
七
月
三
十
一
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

六
ペ
ー
ジ
目
に
参
考
と
し
て
入
札
経
過
調
書
を
添
付
し
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。
御
審
議
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
知
久
教
育
長 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
対
し
て
、
御
質
問
、
御
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
。 

 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
知
久
教
育
長 

そ
れ
で
は
、
議
案
第
三
十
四
号
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 

本
件
を
原
案
の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
知
久
教
育
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
、
本
件
を
原
案
の
と
お
り
承
認
い
た
し
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
次
第
の
３
、
報
告
事
項
の
聴
取
に
入
り
ま
す
。 

 

(2)
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
の
登
録
に
つ
い
て
、
本
件
に
関
し
て
、
平
原
生
涯

学
習
課
長
よ
り
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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○
平
原
生
涯
学
習
課
長 

そ
れ
で
は
、
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
の
登
録
に
つ
い
て

御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
１
の
主
旨
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。
三
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
国
の
文
化
審
議

会
文
化
財
分
科
会
に
お
き
ま
し
て
、
駒
沢
一
丁
目
に
ご
ざ
い
ま
す
駒
澤
大
学
旧
図
書
館
（
禅

文
化
歴
史
博
物
館
・
耕
雲
館
）
に
つ
き
ま
し
て
、
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
よ
う
答
申

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
御
報
告
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、
官
報
告
示
を
も
っ
て
正
式
に
登
録

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
登
録
に
よ
り
、
区
内
に
お
い
て
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
建
造
物
は
、
合
計
で
二
十
八
件
と
な
り
ま
す
。 

 

次
に
、
２
、
登
録
さ
れ
る
建
造
物
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
記
載
の
と
お
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。
二
ペ
ー
ジ
に
写
真
と
案
内
図
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
適
宜
御
参
照
く
だ
さ

い
。 

 

本
件
建
造
物
は
、
昭
和
三
年
、
駒
澤
大
学
構
内
に
図
書
館
と
し
て
建
築
さ
れ
、
現
在
は
駒

澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
構
造
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
で
、
地
下
一
階
地
上
二
階
建
て
、
建
築
面
積
は
五
百
四
十
四
平
方
メ

ー
ト
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。
設
計
者
は
、
旧
新
橋
演
舞
場
や
、
銀
座
七
丁
目
に
現
存
す
る
銀
座

ラ
イ
オ
ン
ビ
ル
を
設
計
し
た
菅
原
榮
蔵
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
徴
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
幾
何

学
的
な
意
匠
や
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
の
使
用
な
ど
、
旧
帝
国
ホ
テ
ル
に
代
表
さ
れ
る
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
さ
れ
る
建
築
様
式
、
ラ
イ
ト
風
建
築
の
代

表
的
な
建
造
物
で
あ
り
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
あ
る
中
央
吹
き
抜
け
の
大
閲
覧
室
の
空
間
構

成
が
特
徴
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
報
告
は
以
上
で
す
。 

○
知
久
教
育
長 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
対
し
て
、
御
質
問
、
御
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
。 

 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 
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○
知
久
教
育
長 

そ
れ
で
は
、
次
に
進
み
ま
す
。 

 
(3)
令
和
七
年
度
の
学
級
編
制
に
つ
い
て
、
本
件
に
関
し
て
、
近
藤
学
務
課
長
よ
り
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
近
藤
学
務
課
長 

そ
れ
で
は
、
令
和
七
年
度
の
学
級
編
制
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま

す
。 

 

初
め
に
、
１
、
小
学
校
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
三
年
に
改
正
さ
れ
た
公
立
義
務

教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
は
、
小
学
校

の
学
級
編
制
の
標
準
を
五
年
間
か
け
て
計
画
的
に
四
十
人
か
ら
三
十
五
人
に
引
き
下
げ
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
記
載
の
図
の
と
お
り
、
令
和
三
年
度
、
第
二
学
年

か
ら
順
次
一
学
年
ず
つ
三
十
五
人
学
級
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
、
第
六
学

年
の
三
十
五
人
学
級
を
実
施
い
た
し
ま
し
て
、
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
全
学
年
が
三
十
五

人
学
級
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
に
、
２
の
中
学
校
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
都
教
育
委
員
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
都
の
独
自
の
施
策
と
し
て
、
都
の
学
級
編
制
基
準
に
基
づ
き
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
を
予
防
す
る
た
め
、
第
一
学
年
に
つ
い
て
は
三
十
五
人
学
級
の
編
制
が
で
き
る
教

員
加
配
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
七
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
十
九

校
中
十
一
校
が
加
配
の
対
象
校
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
四
校
で
三
十
五
人
学
級

を
実
施
し
、
残
り
の
七
校
で
は
四
十
人
学
級
を
実
施
し
た
上
で
、
加
配
さ
れ
た
教
員
を
活
用

し
、
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
少
人
数
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
中
学
校
第
二
学
年
及
び
第
三
学
年
に
つ
い
て
は
四
十
人
学
級
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

続
い
て
、
３
、
教
員
の
欠
員
状
況
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
資
料
は
四
月
七
日
現
在
で

作
成
し
て
お
り
、
欠
員
状
況
は
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
東
京
都
に
改
め
て

配
置
申
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
今
週
に
入
っ
て
、
五
月
一
日
付
採
用
と
し
て
七
人
の
配
置
連

絡
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
残
り
三
人
に
つ
き
ま
し
て
は
学
校
が
採
用
候
補
者
を
見
つ
け
て
お

り
、
そ
の
う
ち
二
人
に
つ
い
て
は
既
に
採
用
済
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
一
人
に
つ
き
ま
し



 

7 

て
は
、
学
校
の
意
向
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
二
学
期
か
ら
の
採
用
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
産
育

休
代
替
教
員
に
つ
い
て
も
、
二
人
の
う
ち
一
人
は
採
用
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
実
質
的
な

欠
員
は
産
育
休
代
替
教
員
の
一
人
に
現
在
の
と
こ
ろ
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

最
後
に
、
４
、
そ
の
他
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
七
年
五
月
一
日
現
在
の
児
童
・

生
徒
数
及
び
学
級
数
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
月
開
催
の
教
育
委
員
会
に
て
改
め
て
御
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

 

報
告
は
以
上
に
な
り
ま
す
。 

○
知
久
教
育
長 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
対
し
て
、
御
質
問
、
御
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
。 

 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
知
久
教
育
長 

そ
れ
で
は
、
次
に
進
み
ま
す
。 

 

(4)
各
課
行
事
予
定
に
つ
い
て
、
本
件
に
関
し
て
、
山
本
教
育
総
務
課
長
よ
り
説
明
を
お

願
い
し
ま
す
。 

○
山
本
教
育
総
務
課
長 

そ
れ
で
は
、
令
和
七
年
五
月
の
各
課
行
事
予
定
に
つ
い
て
御
報
告

い
た
し
ま
す
。 

 

予
定
と
し
ま
し
て
は
、
五
月
十
三
日
に
第
九
回
教
育
委
員
会
定
例
会
、
同
二
十
六
日
に
第

十
回
教
育
委
員
会
定
例
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

次
ペ
ー
ジ
以
降
に
各
課
の
詳
細
な
行
事
予
定
表
を
お
つ
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
後
ほ
ど

御
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

報
告
は
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
知
久
教
育
長 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
対
し
て
、
御
質
問
、
御
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
。 

 

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 
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〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
知
久
教
育
長 

そ
れ
で
は
、
次
に
進
み
ま
す
。 

 

(5)
そ
の
他
の
連
絡
事
項
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
知
久
教
育
長 
特
に
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
報
告
事
項
の
聴
取
は
以
上
と
い
た
し
ま
す
。 

 

本
日
は
、
資
料
配
付
が
二
件
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
覧
に
な
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

次
回
の
教
育
委
員
会
は
五
月
十
三
日
火
曜
日
午
前
十
時
か
ら
、
教
育
委
員
会
会
議
室
に
お

い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
日
の
日
程
は
全
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
令
和
七
年
第
八
回
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 

午
前
十
時
十
三
分
閉
会 

 


